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地上デジタル音声放送方式策定の経緯

当時の電気通信技術審議会デジタル放送システム委員会ＷＧ２にて、日本の地上デジ

タル音声放送方式を公募（４方式が提案）

電気通信技術審議会での審議、確認実験を経て、現在の地上デジタル音声放送方式

に基づく実験装置を用い、ＡＲＩＢにて実証実験

電気通信技術審議会より技術方式の答申

デジタルラジオ推進協会設立に向けた準備会発足（東京、大阪）

地上デジタル音声放送 標準方式（省令）

ＡＲＩＢ標準規格策定

社団法人 デジタルラジオ推進協会（ＤＲＰ） 設立

ＡＲＩＢ技術資料（運用規定）策定

１９９８年

１９９９年

２０００年

２００１年

２００２年

２００３年１０月１０日 東京・大阪にて実用化試験放送開始
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方式選定の鍵
～ 日本の周波数帯への適用とＭＰＥＧの親和性 ～

ＤＡＢ（ヨーロッパのデジタル音声方式） ｖｓ ＩＳＤＢ－Ｔ（現行方式）

ＤＡＢ

・ １９９８年当時 既に実用化

・ 移動体でも安定した音声受信

条件が悪いときでも聴感上違和感が少なく

なるような工夫

・ 音声放送に加え、データ放送の領域を確保

・ チャンネルあたり１．５ＭＨｚ強の帯域

４ＭＨｚで２ｃｈ、６ＭＨｚで３ｃｈの割り当て

ＩＳＤＢ－Ｔ（現行方式）
・ １９９８年当時開発中

同時並行で開発中のテレビジョン方式との

方式共通化を確保

・ 移動体でも安定した受信

・ マルチメディア展開が容易な、ＭＰＥＧ多重

方式を採用

・ １セグメントあたり約４３０ｋＨｚを１つ、または

３つを単位とし、密着して送信することが可能

（連結送信）

【ＩＳＤＢ－Ｔ方式を採用】

・デジタル音声を導入予定の６ＭＨｚ、４ＭＨｚとした日本の周波数事情に無駄なく割り付けることが可能

・文字図形、動画等のマルチメディア展開を図るためにはＭＰＥＧ多重の適用が有利
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地上デジタル音声放送の特長

地上デジタルテレビジョン放送
地上デジタル音声放送

１セグメント形式３セグメント形式

１セグメント受信機
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３セグメント受信機

１
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用

デ
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タ

１２セグ用ＨＤＴＶ・データ

１３セグメント受信機
（地上デジタルテレビ）

同じセグメント構造

ひとつのチャンネルが１３のセグメント
に分割される

地上デジタル音声放送では、地上デジタルテレビジョン放送と
同じ形式のセグメントを１つ、または３つ用いる。

４ＭＨｚ（７ｃｈ）

連結送信

３セグメント、１セグメント
形式ともに、密着して
送信可能

受信機はそれぞれの
セグメントを独立に受信可能



5

受信機の共用化

アナログ音声の共用：ＡＭ、短波、ＦＭ、ＴＶ音声が同じラジオで聞こえる

・ＴＶ音声

・ＦＭ

・短波

・ＡＭ

ＶＨＦチューナー

短波チューナー

ＡＭチューナー

ＦＭ復調

ＳＳＢ復調

ＡＭ復調

スピーカー

３波共用デジタルテレビ受信機：ＢＳ・ＣＳ、地上デジタルテレビが同じテレビで見られる

・ＢＳ

・ＣＳ

・地上

１２ＧＨｚ帯
チューナー

ＵＨＦチューナー

デジタル復調
（８相トレリス） MPEG

多重
分離

モニター
スピーカー

デジタル復調
（13セグOFDM）

映像・音声復号
データ復号

１セグメント受信機：１セグデジタルテレビ、デジタル音声の共用化の可能性

・音声デジタル ＶＨＦチューナー MPEG
多重
分離

モニター
スピーカー

デジタル復調
（1・3セグOFDM）

映像・音声復号
データ復号・１セグＴＶ ＵＨＦチューナー
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海外の方式

アナログがありＳＦＮ適用困難

ＭＰＥＧパケット

ＭＰＥＧパケット

ＯＦＤＭ

４００ｋＨｚ （ＶＨＦ）

中短波帯、ＶＨＦ帯

２００３年

米国

ＩＢＯＣ

ＳＦＮ適用可

連結送信可能

ＭＰＥＧパケット

ＭＰＥＧパケット

ＯＦＤＭ

１セグメント：約４３０ｋＨｚ
３セグメント：約１，３００ｋＨｚ

ＶＨＦ帯

２００３年

日本

ＩＳＤＢ－ＴＳＢ

ＳＦＮ適用可

周波数への適用

ＤＡＢ独自
音声放送の残りをデータに

割り当て可能
ＭＰＥＧパケットへの対応を

検討中

データを送る仕組み

ＤＡＢ独自
聴感上影響の大きい音は、
雑音に強い仕組みで送信

音声を送る仕組み

ＯＦＤＭ伝送方式

１，５３６ｋＨｚ帯域幅

ＶＨＦ帯、ＵＨＦ帯周波数帯

１９９５年開始時期

ヨーロッパなど使われている地域

ＤＡＢ

８ＭＨｚ

アナログＦＭ

200ｋＨｚ

400ｋＨｚ


